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プロフェッサー・オブ・ザ・イヤーを受賞して 
 

                                       

吉村 裕美 

琉球大学人文社会学部 

 
 

１ はじめに 

 

 2019年度プロフェッサー・オブ・ザ・イヤーの受賞対象となった、共通教育（人文）の「日

本語研究入門」について、簡単に報告する。 
 まず、思いがけず高い評価をいただいたことに、心からお礼を申し上げたい。本授業は、2019
年4月に琉球大学に着任した直後の授業であり、自己評価としては、満足できる授業実践ではな

かったが、この授業に参加してくれた学生たちに心からの感謝を伝えたい。 
 

２ 授業概要 

 

 本授業の概略を最初に整理しておく。 
 この授業は、人文社会学部琉球アジア文化学科が提供している科目で、「日本語学」の入り

口を、「日本語の表現」をキーワードに紹介するものである。 
 体系的な学習ではなく、普段何気なく使用している「日本語」の中に潜むさまざまな特性や

規則性について、「気づき」「興味を持ち」「集め」「分けて」「説明する」という活動を行

っている。 
 授業方法は、基本的に講義形式ではあるが、授業中にグループワークやバズセッションを盛

り込み、いい意味で「教室が常にざわざわしている」ように運用した。 
 最終的には、「これまで何とも思わなかった日本語が気になって、日常的にチェックしてし

まう悲しい自分」になることを目指している授業である。 
 授業で扱ったテーマは、以下の通りである。このテーマは、多聞靖容編『ケーススタディ 日

本語の表現』おうふう 2005年で扱われているテーマからいくつかを選択したものである。 
文字、表記、振り仮名、句読点、語種・品詞、命名・造語、オノマトペ、位相語、指示表現、 

引用表現、待遇表現、隠喩・換喩・提喩、ことわざ・慣用句 
 なお、評価については、以下のように行った。 
1）学期末レポート（50点） 
2）授業中に課した課題の提出状況および内容（30点） 
3）リフレクション・シートへの記入内容（20点） 
 

３ 授業運営の実際 

 
 授業を運営するうえで、自分なりに工夫をした点について、いくつかとりあげておく。 
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3.1 webclassの活用 

 着任当初、前任校で使っていたような教育システムの存在がすぐには把握できず、使い始め

が少し遅れたが、必要なプリント類は、あらかじめ、webclassにアップして、予習に使えるよ

うにしていた。また授業中にデバイスでそれらを見ることも許可した。 
 
3.2 事前学習（予習課題） 

 毎時間、次の学習内容に関連する簡単な予習課題が課される。主に、次の内容に関係する言

語事実を集める課題。内容に興味を持ち、主体的に取り組んでもらうこと、また、身近なとこ

ろに潜む日本語の特性に気づいてもらうことを目的にしている 
 提出用に「予習報告用紙」を用意して、統一した規格にしている（webclassからダウンロー

ド）。これは採点にかかる手間をかなり軽減してくれる。 
（例）第4回「振り仮名」に向けた予習課題（第3回の授業の最後に提示） 
  単に読みを表しているのではないおもしろい振り仮名の例を見つけてくる 
   ヒント 歌詞カードなどによく見られる 

集めた資料を元に、次の時間のどこかでグループワークをしてもらい、提出。当該授業の予

習報告用紙は返却済みで、残ったものも処分したため、後期の「日本語のしくみ」で返却をし

た際に欠席した学生のものを参考に示す（図１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 予習報告用紙の例 
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3.3 バズセッション 

 授業中に、「近所の人と話し合ってみて」という軽い話し合いを何度も入れる。この講義は、

じっと座って前を向いているのがよい受講態度ではなく、積極的に授業内容に反応してもらう

ことを推奨している。慣れてくると、いちいち指示をしなくても、教員が問いかけると、自然

に近くの学生と話し合うようになってくる。 
  

3.4 リフレクション・シート 

 これは、15回分の記入欄があるA4両面印刷の学習カルテのようなものである。当該授業のリ

フレクション・シートはすでに処分してしまったため、参考として、後期の「日本語のしくみ」

で使用したものを挙げておく（表面のみ）（図２）。 
このシートを用いるメリットとしては、学習の記録が明らかになるだけでなく、「何回休み

ましたか？」という質問がなくなること、また、このシートの受け渡しの関係で、授業中に立

ち歩く必要が出てくることで、リフレッシュの時間ができること、が挙げられる。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図2 リフレクション・シートの例 
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3.5 最終レポートと相互評価 

15回目の授業では、最終レポートを持ち寄り、相互評価（3名から）を行った。レポートの

課題内容は、以下の通り（第10回の授業で予告を行った）。 
○授業中に扱った内容のなかから一つを選び、さらに詳しく調べて報告しなさい。 
以下の２つの条件をすべて守ること。 
１）学術的な（信頼のおける）参考文献を最低１本は参照し、参考文献としてレポート末尾

に、明示すること。CiNiiなどで論文を見ることはよいが、HPを参考文献とすることは不可。 
２）実例を自分の手で集めて分析すること。すでにある論文から実例をとってくることは不

可。 
 この相互評価は返却のときに受け取りに来なかった学生があり、当該授業のものが残ってい

たので、それを参考までに示す（図３）。 
 

 

図3 レポート相互評価の例 

 

3.6 担当者のふりかえり 

 この授業ではっきり覚えていることは、まず、「追加登録」という琉球大学独自のしくみが

わからず、大量の追加登録を許可してしまい、教室の変更を行うことになり、また、毎回大量

の提出物のチェックに追われたことである。 
 さらに、着任直後で、まだ本学の学生のレディネスやニーズなども充分に理解できていなか

ったことも反省点である。 
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４ おわりに 

 
個人的に、授業方法を工夫することについては抵抗があまりない。これは、かつて10年以上

大阪府立高校の教諭（国語科）だったこと、退職後大学院に入り、言語学の研究者になってか

ら、阪大の留学生センターで専任として日本語教育に従事したこと、前任校（文学部所属）で

は国語科教育法を担当しており、「教え方を教えていた」ことなどが背景にあるのではないか

と自己分析している。 

今回、このように授業実践について、一度客観的に観察し、まとめる機会をいただいたこと

は、今後の授業計画のうえで、大きな財産になると思う。 

コロナ禍で、これまでの授業のやり方がまったく使えないという状況ではあるが、ICTへの

対応も含め、逃げることなく、さまざまな授業方法にチャレンジをしていきたい。 
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